
Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

実車紹介

編成図

商品概要

付属品

オプション

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
本資料の改変、写真およびイラストの複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●マイクロエース新幹線シリーズのさらなる充実
●夢の超特急の先行試作車を7年ぶりに再生産
●1001号車、1002号車から構成される2両の通称「A編成」
●アイボリーの車体、側面幕板と裾に細い青帯の入るデザイン
●前部標識灯が小型、フロントガラスは3分割された曲面ガラスの姿
●ひし型パンタグラフが1002号車後位に2基装備されていた登場直後の姿
●付属の連結用カプラーを使用することでA6531（B編成）と連結可能

　戦前より弾丸列車と呼ばれて計画されていた東京～大阪間を結ぶ「夢の超特急」が具体化し始めた1962年、国鉄
は世界でも例の無い200km/hを超えた速度で安定した営業運転を行うために必要な様々な機器の実地試験やデー
タ取得のため、1000形と附番された高速試作車を6両製造しました。1001号車と1002号車の2両編成は通称「A編
成」、1003号車から1006号車までの4両編成は通称「B編成」と呼ばれ、両者を併結した6両編成や、両者を使用し
たすれ違い試験なども行われました。
　流線形の「団子鼻」を持つ先頭部形状は模型を使用した風洞実験で概ね煮詰められていましたが、実際に試作車を
走行させた上で判明した問題点も多く、1000形は落成当初と比較すると細かい形態変化が確認できます。特に当初
のパンタグラフは下枠が交差していない「ひし形」のものが設置されていた点が目を引きます。A編成の車体塗装はアイボ
リー部が広く、側面幕板と裾部に細い青帯が入ったデザインで、のちの量産車とは大きくイメージが異なりました。
　A編成は落成2か月後には架線の状態を確認する検測ドームを設置した電気試験車に改造された後、開業前の
1964年には救援車の941形に改造され、大きな出番の無いまま1975年に引退した際には車体解体装置の試験に
供され、まさに試験車としての一生を全うしました。

幅広室内灯
（G0001/G0002/G0003/G0004）

※部品共用のため、一部実車と異なる部分があります

テールライト 点灯ヘッドライト

動力車

マグネット式紙箱入（カートン入数：24）

A6530超特急1000形・A編成・改良品 2両セット
予価：￥12,210（本体価格￥11,100）

2024年8月

1001商品内容 1002

シール、連結用カプラー

対応なし

※写真は2017年生産分です
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量産車とは異なる形状の、
1002号車後位に２基設置されたパンタグラフ

※写真は2017年生産分です
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